
















ある Bisphenol A及び Resveratrolに着目して Nrf2発現量に与える影響について検討した。先
行研究において BPA や Resveratrol は核内因子である HIF-1αの発現量を減少させていること
や、小胞体に多く局在している PDI タンパク質の活性を BPA が阻害していることを明らかにし
ている。まず BPAが Nrf2に与える影響について検討した。BPA処理を行うことで、Nrf2発現量





示唆された。次に Resveratrol が Nrf2 に与える影響について検討した。Resveratrol 処理を行
うことで、Nrf2発現量及び Nrf2の下流遺伝子である HO-1及び MDR1 mRNA量を減少させていた。
また、Resveratrolが Nrf2発現量を変化させるメカニズムについて検討した。Keap1及び Siah2
との相互作用を欠損させた変異体 Nrf2 を過剰発現させ、Resveratrol が与える影響ついて検討
したが、変異体 Nrf2 においても Resveratrolによる効果が見られた。さらに、リソソーム及び
プロテアソームの阻害剤である NH₄Cl及び MG132を用いて Nrf2に与える影響について検討した
が、Resveratrol による Nrf2 発現量の減少効果を阻害することは出来なかった。以上の結果よ
り BPA及び Resveratrolはそれぞれ異なる機構で Nrf2発現量を変化させ、Nrf2による生体防御
反応に影響を与えている可能性が示唆された。 
 
